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 絆   

第３１号 令和２年７月３日（金） 

 
  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 授業時間は４０分。限られた時間ですが、子ども達と充実し

た学習をしています。実験や観察、調べ学習、そして話合い活

動など、感染予防に努めながら、徐々に今までの学校生活に戻

しつつ、子どもたちの学力を保証するように努めました。 

細やかな

指導を心が

けました。 

マスクをつけながらの昼休み。帰ってきたら、すぐに手洗い、うがい、

そして水分補給。感染予防と熱中症対策という新しい生活スタイルが始

まりました。 

私達職員も、気を緩めず、子ども達が安全に学校生活を送れるように

応援しています。 

今週からは昼休みも復活しま

した。子どもも長い間の自粛生

活。そのストレスを晴らすよう

に、思う存分、外で遊びました。 

実習や実験などの体験活動

も徐々に増えてきました。 



 

 
  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「先生、体育館で運動会が

あります。来てください。」 

「え？運動会？」 

 半信半疑で体育館へ行く

と、整然と整列していた子

ども達が、突然輪になって

このようにパプリカのダン

スをしてくれました。 

感謝の気持ちを伝えよう

と、一生懸命踊る子ども達。

感動的なシーンでした。この

時期だからこそできること

を考えたサプライズ。 

優しさあふれる子ども達

との出会いに、改めて感謝の

気持ちでいっぱいになりま

した。 

 こちらは、５年生の算数科の様子です。算数科では、

自分で問題を解決するために、図や式など様々な方法

を用います。 

 その後全体で交流し、考えを一般化していきます。こ

の日、子ども達は「小数のかけ算」に挑戦していました。 

「なんだ、１０倍して整数に直せばいいんだね。」 

 子ども達は、このように友達の考えをもと

に、自分の考えを修正していきます。ご覧のノ

ートは、まるで１時間の学習を絵に表したよ

うです。考えがどんどん変わっていますね。 

とてもすばらしい学びです。 

 私達は、教科担任制というメリットを生か

し、それぞれの教科で専門性を磨きながら子

ども達の学力アップに努めています。 


